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『京都大学大学文書館研究紀要』編集要項

1． 京都大学大学文書館に、京都大学大学文書館研究紀要（以下、「研

究紀要」という。）の構成および内容に関する基本的計画の立案そ

の他編集の総括を行うため、京都大学大学文書館研究紀要編集委員

会（以下、「編集委員会」という。）を置く。

2． 編集委員会に委員長を置き、大学文書館長をもってあてる。委員は

大学文書館教員とする。

3． 研究紀要には、京都大学および高等教育の歴史、アーカイヴズ論等

に関する論文、研究ノート、資料紹介、書評等を掲載する。

4． 論文は、400字詰原稿用紙換算で60枚以内、研究ノートは40枚以 

内、資料紹介は80枚以内、書評は20枚以内とする。ただし、編集

委員会で特に認めた場合はその限りではない。

5． 研究紀要に執筆することができるのは、京都大学大学文書館の教職

員のほか、学内外を問わず編集委員会で選任して依頼した者、執筆

を希望して編集委員会で認められた者とする。

6． 原稿は原則として未発表のものに限る。
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編集後記

　今回お届けする紀要第22号には、論文４本と学徒出陣に関する聞き取り記録を掲載しました。

　則竹論文は、コスタリカの「国家アーカイブズシステム法」（1990年法）で示される規定の

曖昧さに着目し、同法制定の経緯を辿りながら、中間アーカイブズの機能の捉え方には今な

お２パターンが考えられ得ることを論じています。記録の移管状況や書庫の拡張といった実

態レベルで生じた事象について、実地調査を踏まえた視角から克明に分析されています。

　西山論文は、1969年の東大入試の中止をめぐる東大と政府・文部省の動向に焦点を当てつつ、

文部省と東大の間で行われた１月20日の会談で協議が整わず入試中止が決定するまでの経緯

をたどり直しています。東大の加藤執行部と七学部学生代表団の間で作成された10項目から

なる確認書についても、佐藤栄作首相の秘書官であった楠田実のメモ等をもとに詳細に検討し、

佐藤首相の考えにも影響を及ぼしたとの見方を示しています。

　橋本論文は、インターパレス・プロジェクト（InterPARES Project）が示した「モジュー

ル５」にもとづいて、日本の「評価選別」を欧米における鑑定と選別という概念と対照させ

つつ検討したものです。日本のファイル作成に見られるアーカイブズ結合性の弱体化という

問題点や電子記録の大量化への対応策が提示されています。

　渡辺論文は、高坂正顕が著した『大学の理念―系譜と問題―』（1961）を公職追放後の５年

間に発表した知識人論やマルクス主義論を踏まえて読解し、その大学論の特徴を浮き彫りに

したものです。

　聞き取り記録は、大阪高等学校在学中の1944年９月に海軍へ入隊した後、入隊中に京都帝

国大学法学部に入学した川西利衞氏への聞き取り記録です。川西氏の家庭や居住していた大

阪市四貫島の雰囲気、土浦での海軍生活、特攻隊への志願や「終戦の詔書」を聞いた時の心情、

大学生活などについて率直に語られた貴重な記録となっています。

　今年度から文書館は法人文書のDX化を検討する全学的な事業に携わっています。資料や文

書の保存を担う組織として、各部局と協働し建設的な役割を果たすことができればと考えて

おります。

� （大学文書館助教　渡辺　恭彦）
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